
お買い上げいただきありがとうございます。
お使いになる前にこの取扱説明書をよく
お読みのうえ、正しくお使いください。
お読みになった後もお手元に保管して、必
要に応じてご覧ください。

※製品仕様は改良のため予告なく変更することがあります。

製品仕様
機種名

型式

時間精度（平均月差）
常温（5～35℃）
携帯時

使用電池

電池寿命
（新しい電池組込後）

防水性能

表示機能

1L45

電池式クオーツウオッチ

　
±20秒
　

小型銀電池 SR621SW 1個

約3年

日常生活用防水3気圧

時・分・秒 表示

〒330-9551  埼玉県さいたま市大宮区北袋町1丁目299番地12

（フリーダイヤル）

受付時間 9:00～17:00（土日、祝日および当社休日を除く）

製品の操作に関するお問い合わせ先
お問い合わせに際しては、製品番号「9ZR〇〇〇」
をお伝えください。

●非防水時計：水滴のかかる所での使用はできません。
●日常生活防水（3ATM/3BAR）：洗顔などはできますが、水中で
の使用はできません。
●日常生活用強化防水（5ATM/5BAR）：水泳などには使用できま
すが、素もぐり（ダイビング）などには使用できません。
※時計の内部には多少の湿気がありますので、外気が時計内部の湿
度より低いときにはガラス面がくもる場合があります。くもりが一
時的な場合には内部には支障ありませんが、長時間消えない場合
は、お客様相談室にご相談ください。
※時計を手に付けたまま入浴したり、石けんや洗剤、入浴剤など水
以外の液体をかけると、防水性能が低下する原因になります。

防水性能を維持するために
防水時計などに使用されているパッキンは、長時間の使用により、汗
などの水分や湿気などの影響を受けて劣化します。
また、ガラスのキズや衝撃などによる構造上の原因でも防水性能が
低下することがあります。
防水性能を保つために、定期的な（2～3年に１度）パッキン交換と
点検（有料）をおすすめします。

■ベルトの取り扱いについて
【レザーベルト・メッシュベルトの装着方法】
ベルトは12時側に短い方を、6時側に長
い方を装着します。
時計本体とベルトを裏返し、レバーのある
逆側①から差し込みます。レバーをスライ
ドさせて、レバー側②も差し込みます。
左右にきちんと穴にはいっていることを
確認し、反対側も同じように取り付けます。
レバーを穴に差し込む際、時計本体を傷
つけないようご注意ください。

■時刻の設定
⒈りゅうずを位置Aまで引き出して回転
させ、時間と分を設定してください。

⒉時間と分を設定後にりゅうずを定位
置まで押し戻すと時計が動き出し、時
刻の設定が完了となります。

仕様

表示 使用例
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日常生活用防水
3気圧防水

文字板または裏ぶた

裏ぶたに WATER RESISTANT
の表示が無い場合

裏ぶたに WATER RESISTANT
3ATM または 3BARの表示がある場合

裏ぶたに WATER RESISTANT
5ATM または 5BARの表示がある場合

日常生活用強化防水
5気圧防水
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防水性能について

■各部の名称

時刻の設定

2.りゅうずを通常位置へ押し戻す

りゅうず
＝通常位置

時針 分針

秒針

りゅうず
定位置

りゅうず
位置 A

りゅうずを回して
時刻を合わせる

1.りゅうずを1段引く
＝時刻修正位置

※裏ぶたに「WATER RESISTANT」のみ書かれた時計は3気圧までの防水を意味します。

取扱説明書
W006-RXXY

（Y2009）

この取扱説明書を許可なく複製、変更することを禁じます。本製品を使用
することによって生じたいかなる支出、損益、その他の損失に対してなん
ら責任を負いかねますのでご了承ください。

レバー



乳幼児の保護

電池の漏液による被害防止と電池寿
命の注意

●誤飲を防止するため、小さな部品や電
池は、幼児の手の届く所に置かないで
ください。万一、飲み込んだ場合は、す
ぐに医師の治療を受けてください。
●幼児を抱くときなどには、幼児のけがや
事故防止のため、あらかじめ時計を外
すなど十分ご注意ください。

●常温（5～35℃）から外れた温度下で長
時間放置すると、電池が漏液したり、電池
寿命が短くなったりすることがあります。
●電池寿命の切れた電池を入れたまま長
期間放置しますと、電池の漏液により機
械部品が損傷する場合があります。
●電池の液漏れや発熱、破裂を防止する
ために、電池を充電しないでください。

次のような場合は、使用を中止して販売
店またはお客様相談室にご相談ください。

●時計本体やバンドが腐食などにより鋭利
になったり、バンドのピンが飛び出してき
た場合。
●電池交換は、必ず時計販売店またはお客
様相談室にご依頼ください。

●本機はダイバーズウオッチではありませ
ん。防水時計の防水性能や機能を必ずご
確認いただき、「取扱説明書」に
従って正しくご使用ください。
　（誤った使用は、危険です） かぶれについて

●かぶれやすい体質の人や体調によっては、
皮膚にかゆみやかぶれを生じることがあり
ます。異常を感じたら、ただちに使用を中
止して、すぐ医師に相談してください。
　かぶれの原因：金属、皮革アレルギー、時
計本体及びバンドに発生したサビ、汚れ、
付着した汗などです。

●激しい運動や作業などを行うときは、ご
自身や第三者へのけがや事故防止のた
め、十分ご注意ください。
●けがの防止や部品の紛失を避けるため、
バンドの調整は販売店にご依頼ください。
●金属バンドのピンの緩みや外れにより、
時計が脱落、落下することがあります。
●シンナー・ベンジン等の各種溶剤及びそ
れらを含有するもの（ガソリン・マニキュ
ア・クレゾール・トイレ用洗剤・接着剤な
ど）が時計に付着しますと、変色・溶解・ひ
び割れ等を起こす場合があります。薬品

使用上の注意

類には十分注意してください。また、体温
計などに使用されている水銀に触れたり
しますと、ケース・バンド等が変色するこ
とがありますのでご注意ください。
●水分のついたままりゅうずの操作をしな
いでください。時計内部に水分
が入り防水不良となる場合があ
ります。
●万一、時計内部に水が入ったり、またガラ
ス内部にくもりが発生し長時間消えない
ときは、そのまま放置せずに、時計販売
店または、お客様相談室へ修理・点検を
依頼してください。
●クオーツウオッチに使われている ICは、
静電気に弱い性質をもっています。テレ
ビ画面などの強い静電気を受けると正し
い時刻を表示しなくなる場合があります
のでご注意ください。
●床面に落とすなどの激しいショックは与
えないでください。
●分解や改造をしないでください。
けがや故障の原因になります。

●サウナなど、時計が高温・高湿になる場
所では、絶対に使用しないでください。や
けどや故障の原因になります。
●-10～60℃から外れた温度下では機能
が低下したり、停止することがあります。
炎天下の自動車内などに放置しないでく
ださい。
●化学薬品・ガスの中でのご使用はお避け
ください。
●磁気には近づけないでください。磁気健
康器具（磁気ネックレス・磁気健康腹巻
等）、冷蔵庫のマグネットドア・バッグの留

携帯、保管時の注意

●ケースやバンドは肌着類と同様に直接
肌に接しています。金属の腐食や汗、汚
れ、ほこりなどの気づかない汚れで衣
類の袖口などを汚す場合があります。
常に清潔にしてご使用ください。

●ケース・ガラスの汚れや汗などの水分
は柔らかい布で拭き取ってください。
●皮革バンドは汗や汚れにより「色落ち」
を起こすことがあります。乾いた布で汚
れを取ってください。
●金属バンド・プラスチックバンド・ゴムバ
ンドは水で洗い落してください。
※溶解類の使用は、変質の恐れがありま
すのでお避けください。
●ケースとりゅうずの間にゴミや汚れが
付着したまま放置しておくと、りゅうず
が引き出しにくくなることがあります。
時々、りゅうずを通常位置のまま空回り
させて、ゴミ、汚れを落としてください。

時計のお手入れ方法　
－時計は常に清潔に－

め具等、磁気に近づけると正しい時刻
を表示しなくなる場合があります。この
場合は磁気から離して時刻修正をして
ください。
●ほこりが多く発生する所でのご使用、保
管はお避けください。

●振動の激しい所でのご使用はお避けく
ださい。

●長期間ご使用にならないときは、汗・汚
れ・水分などをよく拭き取り、高温・低
温・多湿の場所を避けて保管してくだ
さい。

●バンドは多少余裕を持たせ、通気性を
良くしてご使用ください。

安全上のご注意
ここに示した注意事項は、あなたや他の人へ
の危害や損害を未然に防ぐためのものです。
必ず守ってください。

傷害を負う可能性または物
的損害が発生する可能性
が想定される内容

死亡または重傷などを負う
可能性が想定される内容

警告

注意

警告

分解禁止

必ず守る


